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日本とロシア─戦争の100年，平和の150年�
　ロシアから見えるアジア極東と日ロ戦争�
 タチヤーナ・フィリモーノヴァ 3�

　日ロ戦争と風刺に見る〈力の政治〉の考察 ソク・ファヂョン 14�

　日本における日ロ非戦論 梅田俊英 25�

　ロシア思想に現れた日本 坂本　博 32�

　日ロ関係の転機としての日ロ戦争�
 コンスタンチン・サルキーソフ 37�

　諸報告へのコメント（その１） 和田春樹 44�

　諸報告へのコメント（その２） ユ・ヒョヂョン 49�

　質疑応答  52�

■書評と紹介�

　松丸和夫監修／労働運動総合研究所編�
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　川合隆男著『近代日本における社会調査の軌跡』 濱谷正晴 67�
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◆巻頭言<俯瞰（ふかん）>�

アスベストばく露対策への一歩……神山宣彦�

◆アスベストばく露による健康障害への�

　岡山労災病院の対応………………岸本卓巳�

◆クボタ旧石綿管工場周辺における�

　中皮腫の疫学評価……………熊谷信二ほか�

◆鉄道運転士の健康…………………野村　茂�

◆ネットワーク時代の情報の漏洩と�

　その防止策…………………………坂巻　久�

●特集／アスベスト飛散防止への実践�

◆石綿粉じん問題の経過と今後の課題　木村菊

二　◆アスベストの科学　林　久人　◆アスベ

スト・環境行政事始め　久野　武�
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特集「成果主義を検証する」�
提　言 個の尊重とマインドアップが成果主義の本領 楠田　丘�
論　文 成果主義賃金制度と労働法（学）の10年 石井保雄�
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